
特
　
選

秀
　
逸

芭
蕉
元
禄
事
業
　
　
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
「
大
垣
」
十
六
万
市
民
俳
句
ポ
ス
ト

選
　
　
者
　
　
大
橋
　
庄
一
郎

平
成

二
十

八
年

十
一

月
度

　
入

選
句

　（
投
稿
総
数
三
千
四
百
二
十
一
句
　
・
　
一
般
投
句
数
八
百
二
十
二
句
）

イ
ベ
ン
ト

を
終

へ
し
一

村
秋

深
む

不
破
郡
垂
井
町

富
田

　
実

郎

ひ
か
え
め
に
桜
も
み
じ
を
見
る
木
因
　

大
垣
市

乗
鞍

　
泰

裕

初
雪

は
い
ま
か
い
ま
か
と
伊

吹
山

　
各
務
原
市

岩
佐

　
友

里
恵

天
高

し
師

匠
見

送
る

木
因

の
眼

　
千
葉
県
柏
市

三
津

木
　
俊

幸

木
犀

の
金

の
散

り
花

そ
っ
と
掃

く
　

大
垣
市

平
野

　
ヒ
サ

ヱ

届
き

た
る

里
の
匂

ひ
の
薩

摩
芋

　
養
老
郡
養
老
町

田
中

　
秀

子

草
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廣
石

ま
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や
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七
夕

、
お
盆
に
始

ま
り
運
動
会
、
敬
老

の
日
、
体
育
の
日
、
文

化
の
日
、
芸
術
祭
、
秋
祭

り
、
収

穫
祭
の
学

校
、
地

域
、
各

種
団
体
等
秋
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
多
く

熱
心
に
盛
大
に
行
は
れ
て
来
た
の
が
総
べ
て
終
了
し
、
秋
深
む
は
秋
が
終
わ
り
に
近
く
な
つ
た
頃
の
淋

し
い
季

節
感
を
い
い
、
草
木

も
春

の
芽
吹
き
か
ら
夏

の
強
烈
な
輝
き
を
経
て
、
秋
は
紅
葉
と
い
う
美

し
い
季
節
を
迎
え

る
。
こ
の
色
彩
を
失
っ
て
、
一
挙
に
淋
し
さ
を
ま
す
の
が
日
本
の
山

河
で
あ
り
村
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
も
、
完
了

し

村
の
総
べ
て
が
淋
し
く
な
り
、
秋
深
む
様
子
を
現
は
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
句

で
す
。
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秋
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を
過

ぎ
る
と
、
昼
の
時
間
は
次
第
に
短

く
な
り
、
冬
至
を
頂
点
と
し
て
冬

は
最
も
日
が
短
い
季
節
で
短

日
で
す
。
砂
場
は
学
校
以
外
に
は
余
り
見
当
り
ま
せ
ん
が
大
垣
公
園
の
子
供

の
遊
び
場
に
は
有
り
ま
す
。
砂

を
掘

る
も
の
、
小
さ

な
バ
ケ
ツ
・カ

ッ
プ
・
ジ
ョ
ー
ロ
等
砂
場
の
遊
び
道

具
も
沢
山
出
し
て
有
り
、
家
か
ら
持

参
す

る
子

も
居

ま
す
。
短
日
で
午
後
五
時
前
後
の
日
暮
れ
の
早
さ
で
は
長
時
間
充
分
遊
べ
な
い
の
を
上
手

に
よ
ま
れ

た
句
。
子
供
心
を
よ
く
よ
ま
れ
た
い
い
句

で
す
。

　

う
ん
ど
う
か
い
笑
顔
の
花
咲
く
ク
ラ
ス
の
輪

本
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市

髙
橋
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志

　
運
動

会
は
個
人
競
技
も
有
る
が
、
ク
ラ
ス
の
輪
と
あ
る
の
で
団

体
競
技
を
よ
ま
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
運
動

会
場
の
ク
ラ
ス
全
員
で
応
援
合
戦
も
含
め
、
放
課
後
や
休
日
に
猛
練
習
、
猛
訓
練
を
さ
れ
た
結
果
、
チ
ー
ム

ワ
ー

ク
、
団
結
力
、
協
調
性
の
ク
ラ
ス
の
輪
が
出
来
、
お
蔭
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
挙
げ
ら
れ
、
喜
び
の
笑
顔
の

花
が
咲
い
た
の
で
す
。
お
目
出
度
い
事
で
す
。
中
句
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
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